cnkilLife

WA CaMKIl 99 XE /4 0—FILinis
A4 045 %BS: AMRe87614

RRER D H

=

L

BE

SR

RISt

1

{E8H
TA4VE4T
sn—-if
e

w_E
#=F
L7}
NyIT7P—

kS

F5H

FIREE
HTE

nIRIER

BIEFR

RI&
BZFID
SwissProt ID
RER

ECI=]
Bt

ERRUYXE/ U 0—F IR
SEFE

WB,IHC,ICC/IF,FC

Eb IURX, Ty b

E[=2544

REIE

I9G

®/80—F+)L

RIR

7Ua—bL. 200CTRIFL T ESW (12 7 BBER) . RE/REY A 7L EBTF T ES
A%

KER
50mM fUXG Yy (pH74) . 0.15M NaCl, 40%% )to—J. 0.01%7 o+ tU D
L, 0.05%fRESR VN BERACHRCTRHASNEY. ZEAL L 12 yBERETY.

T4 =T 1 —KEH

WB 1:1000-1:2000,IHC 1:200-1:500,ICC/IF 1:20-1:100,FC 1:20-1:100

Calculated MW:54 kDa; Observed MW:54 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子産物は、セリン/スレオニンプロテインキナーゼファミリー、およびCa(2+)/カルモジュリン依存性プロテインキナーゼサブファミリーに属する。カルシウムシグナル伝達は、グルタミン酸シナプス可塑性のいくつかの側面において極めて重要である。このカルシウムカルモジュリン依存性プロテインキナーゼは、α、β、γ、δの4つの異なる鎖から構成される。この遺伝子によってコードされるα鎖は、海馬の長期増強（LTP）と空間学習に必須である。このタンパク質は、カルシウムカルモジュリン（CaM）依存性活性に加えて、自己リン酸化を受けることでCaM非依存性活性を示す。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが同定されている。[RefSeq提供、2008年11月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	CaMKII アルファ抗体 (1:1000 希釈) を使用したラット脳、Hela 細胞溶解物中の CaMKII アルファのウェスタン ブロット検出。
	

	AMRe87614 を 1:2000 で使用して HepG2 細胞抽出物をウェスタン ブロット分析しました。

